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令和３年度 第 2 回 
琉球⼤学 ⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究倫理審査委員会議事要旨 

 
⽇ 時：令和 3 年 8 ⽉ 18 ⽇（⽔）9：00〜9：39  
場 所：医学部管理棟３階 ⼤会議室及び Web 会議 
出席者：⾼橋委員（病院⻑補佐）、宮⾥委員（医学研究科）、中村(幸志)委員（医学研究科）、 

⼩林委員（保健学科）、福島委員（保健学科）、⽶本委員（保健学科）、 
古川委員（保健管理センター）、⾦城委員（⼤学病院）、 
中村(宗⽴)委員（外部委員）、友利委員（外部委員）、末吉委員（外部委員） 

 
※審議に先⽴ち、令和３年度第１回⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究倫理審査委員会議

事要旨の確認を⾏い、承認となった。 
 
＜議題＞ 
議題 1：研究計画の審議(1 件) 
 
議題 2：研究継続の適否に関する審査(研究実施状況報告) 16 件 

研究の継続について問題ないことを確認し、承認された。 
 
議題 3：研究終了報告 2 件 

逸脱なく研究を終了したことの報告があり、承認された。 
 

＜報告＞ 
報告 1：利益相反⾃⼰申告書について 
    今回申請のあった議題 1-1 について、⾃⼰申告書に基づき臨床研究利益相反審査部

会において審査され、問題ないと判定されたことが報告された。 
 
報告 2：迅速審査結果について 

前回委員会開催以降に⾏われた迅速審査の結果について以下のとおり報告があった。 
    ・審査件数 14 件（内訳：承認 11 件、審査中 3 件） 
    ・前回審査中であった申請件数 5 件(内訳：承認 4 件、審査中 1 件) 
 
 

以上 
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別紙 新規に承認された迅速審査⼀覧 

1 
がん診療連携拠点病院に勤務する看護師の患者アドボカシーに基づく意思決定⽀援とその関連要因
について（横断研究） 

2 
⽇本における膿疱性乾癬（汎発型）患者の治療及びフレア頻度に関する調査ならびに遺伝⼦変異を
探索するヒトゲノム・遺伝⼦解析研究―膿疱性乾癬（汎発型）の治療法・フレア頻度の検討と新規
遺伝⼦変異の探索― 

3 ⾎球分析装置の検査値および⽬視判定された破砕⾚⾎球⽐率の相関 

4 

「JCOG1911：⾼齢者または移植拒否若年者の未治療多発性⾻髄腫患者に対するダラツムマブ＋メ
ルファラン＋プレドニゾロン＋ボルテゾミブ（D-MPB）導⼊療法後のダラツムマブ単独療法とダラ
ツムマブ＋ボルテゾミブ併⽤維持療法のランダム化第III相試験」の附随研究（JCOG1911A1：⾻髄
腫に対するダラツムマブ併⽤化学療法における効果予測因⼦および抵抗性機序に関する探索的研
究） 

5 脛⾻後内側縁の脂肪体および腱交差部の組織学的検討 

6 
成⼈T細胞⽩⾎病・リンパ腫（ATL）発症および急性転化のバイオマーカーの探索を⽬的とした観
察研究 

７ 悪性汗器官腫瘍に対する化学療法の有効性に関する後⽅視的検討 

8 
 
上部消化管疾患および病的肥満症に対する治療成績・治療経過に関する検討 

9 
 
卵巣癌、卵管癌、腹膜癌の再発症例に対するリポソーマルドキソルビシンの効果と安全性 

10 
 
MRIを⽤いた、尺⾻頭の形態による⼿関節の軟⾻への影響の質的評価（横断研究） 

11 
 
第三⼤⾅⻭の三次元的位置と第⼆⼤⾅⻭の⻭科疾患保有の関連の横断研究 

12 
 
当科における胎児発育不全（Fetal growth restriction;FGR）に対する管理の後⽅視的観察研究 

 


